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島根県宍道湖における八イイロペリカンの初記録
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ハイイロペリカン匙ｊｅｃａ池鱈c?fsp"sはヨーロッパ東南部から中央アジア，インド，東南アジ

ア，モンゴル西南部，中国で繁殖し，一部はスマトラ島、ボルネオ島．フィリピンで越冬す

る．日木では，千葉，茨城，福岡，腿児島県，石垣島などで希に迷鳥として記録されている

(高野1981)．筆者らは1998年４月１９日，宍道湖(35.26,Ｎ，132.52,E)において島根県では

じめてハイイロペリカン（唖成鳥）を観察したので報告する．

宍道湖の西岸は，斐伊川から流入する土砂により大きな砂州ができ．水鳥類の休息場所と

なっている．ハイイロペリカンは，妓初に観察された４月１９日から２０日早朝にかけて．こ

の砂州で休息していた．体の上而がところどころ茶褐色の混じるつやのない灰色で，下面は

灰lz-1色，初列風切は黒色，次列風切は灰褐色をしており，足が黒味をおびた鉛色であったこ

とからハイイロペリカンの亜成鳥と判断した。砂州にはセグロカモメＬαγ"sa7gwzｵα畝s，オ

オセグロカモメＬ・Scﾙｉｓ娩呼徳，アオサギＡｍｇａｃかze"αが小群を成していたが気にするようす

はなかった．２０１－１の10時ごろ，宍道湖から日本海の方向へ飛び立ち，島根半島の北山山地

の尾根を越えて姿を消したが，１２時には再び宍道湖の砂州で観察された．滞在期間中､宍道
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図１.宍道湖で観察されたハイイロペリカンの111i成鳥(1998年４月２５１｣)．

Fig.１．Sub-adultSpotted-billedPelicanPeIgcα""s〃“"swasobservedat
SiniikoLake(25Aprill998)．
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湖では採食行動は観察されなかったことから，日本海まで飛行し採食していたのかもしれな

い．ときおり湖岸のヨシ原に身を潜めることもあったが，おおむねは砂州で休息したり湖面

を泳いだりしており，４月２５日までの７日間，宍道湖に滞在していた．

なお今回，宍道湖で観察される以前に，古屋篤史（私信）は３月中旬に八重山でハイイロ

ペリカンを観察し，また４月１１日には山口県の阿知須干拓で観察されたという情報がある

(秦智秋私信)．よって本個体が北上してきた可能性が十分に考えられる．宍道湖は大陸に

隣接することからハイイロペリカンが渡来する可能性は高く（茂田良光私信)，今後の観察

記録の増加が期待される．

最後になったが，本個体は写真により東京都葛西臨海水族園の福田道雄氏，山階鳥類研究

所の茂田良光氏に同定していただいた．また古屋篤史氏，秦智秋氏には貴重な情報を提供し

ていただいた．お世話になった方々に心から感謝する．
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